
　第１２回阿久比町近郊リレーカーニバル大会が、３月８日阿久比スポーツ村
陸上競技場で開かれました。知多地区の学校やクラブに所属する小学生と
中学生約８００人がトラック種目やフィールド種目に参加して、自己記録更新
に挑みました。 
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主な内容 

阿久比町障害者計画 

新・健診制度 

祭りばやしが聞こえる 

あぐいぶらり旅 

ページ 

　阿久比町障害者計画を策定。 
　計画の概要を紹介。 

　４月から特定健診、特定保健指導が始
まります。 

　町指定文化財の５台の山車を紹介するシ
リーズ。今回は大古根八幡社山車を紹介。 

　新シリーズの「境界線を行く」。阿久比町の
境界を歩きます。ウグイスの鳴き声に…。 

□ １１ 

□ １０ 

□ 5
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広報あぐい　２００８年４月１日号

計画の基本方針 計画の基本方針 
（１）自立と社会参加の支援 
　活動の場・就労の場を確保することは重要であり、社会的自立に向けた支援施策の充実が必要です。関係機関と
の連携を図りながら、一般雇用、福祉的就労も含め、障害のある人一人ひとりの働く意欲を尊重し、就労のための訓
練や就労の機会の確保に努めます。 

 
（２）地域生活支援の基盤づくり 
　サービスの多様化に対応するためにも、障害のある人の生活の利便性を図り、さらにその家族を含めた相談支援の
確保とケアマネジメント体制の確立が必要です。サービスの質の向上や提供体制の整備に努め、長期間入所や入院
している方の地域への移行をふまえ、障害福祉サービスなどの充実に向けた支援を推進します。また、コミュニケーショ
ンの支援や日常生活用具の給付など、地域生活支援事業を推進し、積極的に情報提供を図ります。 

 
（３）保育・教育と保健・医療の充実 
　障害のある子どもが、安心して地域の中で生活できるよう支援していく必要があり、障害の特性や状況に応じた保
育・教育体制の整備も必要です。障害のある子どもやその家族に対する相談・支援体制の充実を図り、個々の状況に
応じた保育・教育環境づくりに努め、関係機関が連携しニーズに対応した支援を推進します。 
　また、障害の発生を予防するための保健事業や、障害の早期発見・早期治療のための各種健康診断などを実施し、
妊娠期から高齢期に至るライフステージで、個々のニーズに対応できるよう一貫した支援体制の整備を図ります。 

 
（４）安全・安心なまちづくり 
　障害のある人はもとより、誰もが安心して快適な生活が送れるよう、すべての人にやさしいまちづくりを進めます。
障害の特性に配慮し、ユニバーサルデザインの視点から住環境の整備・改善に努め、障害のある人が安心して生活を
送ることができるよう、防災・防犯体制の充実を図ります。 

 
※　ユニバーサルデザインとは、はじめからバリアを作らず、障害の有無や年齢などにかかわらず誰にとっても利用し
　やすいような配慮のもとに、「まちづくり」や「ものづくり」を考案、設計しようとする考え方です。 

4　施策の体系図 
　「共に生き、共に支え合う、安心で住みよい　あぐい」の実現に向けて、国の「重点施策実施 
５か年計画」をふまえて取り組みを進めます。 

基本理念 基本方針 施策の展開 

心のバリアフリーの推進 

ボランティア活動の推進 

雇用、就労の促進 

スポーツ、文化、芸術活動の促進 

相談支援体制の充実 

障害福祉サービスの充実 

地域生活支援事業の充実 

補装具の支援の充実 

保育体制の充実 

教育の推進 

保健、医療サービスの充実 

福祉のまちづくりの推進 

防災、防犯対策の推進 

自立と社会参加の支援 

● 
共
に
生
き
、共
に
支
え
合
う
、安
心
で
住
み
よ
い  

あ
ぐ
い 

● 

地域生活支援の基盤づくり 

保育・教育と保健・医療の充実 

安全・安心なまちづくり 
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阿
久
比
町
障
害
者
計
画
を
策
定 

阿
久
比
町
障
害
者
計
画
を
策
定 

障害者計画の概要 障害者計画の概要 障害者計画の概要 
問い合わせ先　住民福祉課　fl（４８）１１１１（内３０６） 

1　障害者計画の趣旨 
　平成１２年４月に社会全体が高齢者の介護を支える仕組みとして介護保険制度がスタートしまし
た。障害者福祉も、平成１５年４月から従来の行政主導による措置制度から、利用者が自らのサービ
スを選択できる支援費制度へと移行し、平成１８年４月からは障害保健福祉施策の改革となる障害者
自立支援法が施行されました。 
　阿久比町では、平成１１年度に｢阿久比町障害者計画｣を策定し、福祉・保健・医療・教育・生活環境
施策などを総合的に推進してきましたが、障害者自立支援法の施行に伴い、障害者福祉を取り巻く
環境が大きく変革期を迎えました。 
　このような状況の中、ノーマライゼーションの理念である｢ともに生き、支え合う社会づくり｣の視
点に立って、障害のある人もない人も、すべての町民が安全で安心して暮らせる生活空間の確保を目
指して、平成１８年度｢阿久比町障害福祉計画｣、平成１９年度「阿久比町障害者計画｣を策定しました。 
 
※　ノーマライゼーションとは、障害のある人が、地域社会の中で障害のない人と同じように社会の 
　一員として生活を営み、行動できることが本来の社会のあり方であるという考え。 

2　計画の位置づけ 

3　計画の基本理念など 

　「共に生き、共に支え合う、安心で住みよい　あぐい」の実現にむけて、 
次の基本方針のもとに取り組みを進めます。 

「共に生き、共に支え合う、安心で住みよい　あぐい」の概念図 

（1）　自立と社会参加の支援 
（2）　地域生活支援の基盤づくり 
（3）　保育・教育と保健・医療の充実 
（4）　安全・安心なまちづくり 

「共に生き、共に支え合う、安心で住みよい　あぐい」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を基本理念とします。 

　この計画は、阿久比町総合計画の実
現にむけた計画であり、町の障害者福祉
施策の現状と課題を明らかにし、障害者
福祉施策を総合的に推進するための基
本方針を示すものです。 
　計画は障害者基本法第９条第３項に基
づく「市町村障害者計画」と位置づけら
れるものです。また、「阿久比町障害福
祉計画」は、障害者自立支援法に基づき
策定するものです。 

阿久比町 
障害者計画 

阿久比町 
障害福祉計画 

２１世紀あいち 
福祉ビジョン 

障害者 
基本計画 

（国） （県） 

阿久比町 
総合計画 

★ ☆ 

★ 
☆ ★ 

★ 
☆ ★ 

共に生き、 
共に支え合う、 
安心で住みよい 

あぐい 

共に生き、 
共に支え合う、 
安心で住みよい 

あぐい 

自立と社会参加の 
支援 

地域生活支援の 
基盤づくり 

保育・教育と 
保健・医療の充実 

安心・安全な 
まちづくり 
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老人保健制度が後期高齢者医療制度に 
4月から 

変わります 

4月から 

老人保健制度が後期高齢者医療制度に 老人保健制度が後期高齢者医療制度に 老人保健制度が後期高齢者医療制度に 
変わります 問い合わせ先 

保険課　医療年金係　　（４８）１１１１（内２１５・２５７） 

平成 ２０ 年４月から
後期高齢者医療制度

平成 ２０ 年３月まで
老 人 保 健 制 度

７５ 歳以上の方全員が対象です。
（一定程度障害のある方は ６５ 歳以上）
老人保健制度と変わりません。

７５ 歳以上の方全員が対象です。
（一定程度障害のある方は ６５ 歳以上）

対象者
（被保険者）

全ての方が後期高齢者
医療制度に移行します。

国民健康保険・会社などの健康
保険・共済組合などの加入資格
はそのまま残ります。

一人に１枚、新しい保険証が交
付されます。
※　後期高齢者被保険者証

（縦 ５４ ミリ×横 ８６ ミリ）

医療保険者証　加入保険証

保険証
（受診時に
必要なもの）

都道府県ごとの広域連合が制度
を運営。

広域連合が行うこと
被保険者の認定や保険料の決定、
医療の給付など制度の運営を行
います。

市町村が行うこと
加入や脱退の届け出の窓口にな
ります。
保険証の引き渡しや保険料の徴
収を行います。

市町村が運営。

運営主体

自己負担割合は老人保健制度と
変わりません。

一般の方は１割負担、現役並み
所得者の方は３割負担。

医療費の
負担割合

受けられる給付は老人保健制度
と変わりません。

療養の給付や、入院時の食事代、
高額療養費など。

受けられる
医療給付

保険料は各都道府県の広域連合
ごとに決まり、一人ひとりが納
めます。

保険料は世帯ごとに決まり、加
入する国民健康保険、会社など
の健康保険、共済組合などに納
めました。

保険料

相談・問い合わせ先
　愛知県後期高齢者医療広域連合　�０５２（９５５）１２２７
　　同　コールセンター（電話相談窓口）　�０５７０（０５）５１０５
　　　　　「コールセンター受付時間」　月曜～金曜日　午前９時から午後５時まで（祝日はご利用できません）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※３月 ２０ 日～４月 １３ 日は、土曜日、日曜日、祝日も利用できます。

変わりません 

ここが 
変わります 

ここが 
変わります 

ここが 
変わります 

ここが 
変わります 

変わりません 

変わりません 

（カード式）
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保険課国保係 
fl（４８）１１１１（内２１４・２１６） 

・今まで町が実施してきた「住民基本健診」は、４０歳未満の方のみ実施します。 
・国民健康保険が実施する「人間ドック」を受診する方は「特定健診」と重複受診はできません。 
・国民健康保険が実施する特定健診は、４０歳以上７５歳未満の方を対象に実施します。 
・国民健康保険が実施する特定健診の案内は、５月中にお知らせします。 
・国民健康保険に加入していない方は、加入している各医療保険者に問い合わせください。 

今までの健診方法と何が変わるの 

今まで 
・健診は病気の早期発見･治療が目的 
・保健指導は病気ごとに実施 

これから 
・健診はメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群） 
　および予備群の発見が目的 
・保健指導は階層別に必要度に応じて実施 

健診を受けないとどうなるの 

特定健診とは 

※医療保険者とは・・・・・以下のような種類があります。 
★国民健康保険　★健康保険組合    
★政府管掌健康保険  ★共済組合　★国保組合など 

・職場の事業所健診    
・健康保険の一般･成人健診    
・町の住民基本健康診査　　　など   

・医療保険者※が、その保険に加入している人に実施 
・対象者：４０歳～７４歳の方 

これまでの健診 平成２０年４月からの健診 

　平成２０年４月から、「生活習慣病予防の徹底」を図るため、法律により医療保険者に健診・保健指導
の実施が義務化されます。 

　特定健診は、これまでの健診とは違い、メタボリックシンドロームの該当者･予備群を早期発見することを目的とし
ています。 

　特定健診を受けなかったからといって、罰則はありませんが、健診受診率・予備群の減少率などの目標が定められ、
その達成率に応じて、平成２０年度から創設される75歳以上の方の医療制度（後期高齢者医療制度）への支援金が
増減されます。受診する人が少なくなれば、それだけ健康が冒されるリスクが高まるだけでなく、将来的に支援金が
増加され、その結果、保険税が高くなる可能性もあります。         
　「暇がない」「面倒だ」と健診を先延ばしにするのではなく、あなた自身の健康を守るため、年１回の健診を欠かさ
ないようにしましょう。 

　世帯の中で国民健康保険に加入している方が６５歳以上７５歳未満だけの場合、下記に該当する
場合を除き、世帯主の年金から保険税が徴収（特別徴収）されます。
・　国民健康保険税を口座振替納税している場合
・　世帯主が国民健康保険被保険者以外の場合
・　特別徴収の対象となる年金額が年額１８万円未満の場合
・　介護保険料の特別徴収額と合わせた額が年金額の２分の１を超える場合
※　特別徴収されない場合は納付書で納めてもらいます。
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一人ずつ卒業証書を受け取る生徒たち

　

町
内
の
中
学
校
（
三
月
六
日
）、
小
学
校
（
三
月
十
九
日
）
で
卒
業
式
、
幼
稚
園
（
三
月

十
八
日
）、
保
育
園
（
東
部
・
中
部
は
三
月
二
十
二
日
、
ほ
か
六
園
は
三
月
二
十
五
日
）
で

卒
園
式
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
二
百
三
十
八
人
、
小
学
校
で
二
百
二
十
六
人
、
幼
稚
園
で
四
十
八
人
、
保
育

園
で
百
六
十
八
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
や
か
ら
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

第
六
十
一
回
阿
久
比
中
学
校
卒
業
式
で
は
、
学
校
長
か
ら
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業

証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
は
今
の
自
分
の
気
持
ち
を
書
い
た
手
紙
を
、

式
に
出
席
し
た
保
護
者
の
も
と
へ
出
向
き
、
手
渡
し
ま
し
た
。
歌
の
合
唱
で
は
、
こ
ら
え

き
れ
ず
に
涙
ぐ
む
卒
業
生
が
多
く
見
ら
れ
、
三
年
間
の
数
え
切
れ
な
い
思
い
出
を
胸
に
、

中
学
校
を
卒
業
し
て
い
き
ま
し
た
。

手紙を保護者に手渡す卒業生

元気よく修了証書を受けるほくぶ幼稚園卒園児

卒業証書を受け取る東部小卒業生

別れの歌を歌う南部小卒業生
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●土地改良事業に貢献
　　　　渡邊敏男さん知事表彰

３月１４日、第５０回愛知県土地改良事業団体連合会通
常総会で、阿久比中部土地改良区理事長の渡邊敏男さ
んが、土地改良功労により愛知県知事表彰を受けました。
渡邊さんは、平成２年に同土地改良区理事長に就任

し、長年にわたり農業農村整備など土地改良事業の推
進と運営に貢献しています。
「私ひとりでは何もできません。平成１３年の全国土地
改良事業団体連合会会長表彰につづき、知事表彰がい
ただけるのは、組合員の皆さまのおかげです。ありがと
うございます」と話していました。

表彰状を手にする渡邊さん

●メタボについて学ぶ

３月１５日、中央公民館本館で「脱メタボ講演会」が
開かれました。
講師に半田市立半田病院循環器内科総括部長志水清

和さんを迎え、メタボリックシンドロームの予防の大
切さや、生活習慣病の恐ろしさを学びました。
会場に集まった７３人の参加者は、メモを取ったり、

質問をしたりと講師の話に真剣に耳を傾けていました。
志水さんは参加者に「適度な運動とバランスのよい

食事を取ることが大切です」とアドバイスを送りまし
た。

講演を行う志水さん

●災害にも対応できる公園が完成

３月４日、阿久比宮津特定土地区画整理事業地内に
「いたちだ公園」が完成しました。
広さが１,４５０平方メートルの公園には、子どもたちが
遊べる遊具や休憩場所として 東 

あずま

 屋 が整備してあります。
や

災害時には東屋とトイレにテントが張れ、ベンチを
外すと「かまど」になる防災用設備が備わっているのが
特徴です。
家族で出掛けてはいかがでしょうか。

完成した「いたちだ公園」

●卒業を前に愛校作業

３月５日、英比小学校６年生が卒業を前に愛校作業
で、校内ビオトープ「英・ビオトープ（どんぼち）」の
池をきれいに掃除しました。
ビオトープは「自然を愛し、ふるさとを大切に」と

同校出身の卒業生が昨年の７月寄贈してくれたもので
す。昭和２０年ころの“ふるさと阿久比”を再現し、池
では全校児童が魚などを飼育しています。
６年生の児童たちは、毎月ボランティアでビオトー

プの管理を手伝う「どんぼち倶楽部」のメンバーと一
緒に清掃作業を行い、「卒業しても、魚たちの元気な姿
を見に来ます」と笑顔で話していました。

池の中に入って清掃をする児童たち



8

広報あぐい　２００８年４月１日号

８３ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合
は�（４８）７０３０へ問い合わせてくださ
い。最新のメッセージを聞くことがで
きます。

　

阿
久
比
町
消
防
団
観
閲
式
が
三
月
九
日
、

阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村
第
二
駐
車
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

町
内
五
つ
の
消
防
団
が
参
加
し
て
、
観

閲
、分
列
行
進
、消
防
操
法
、小
隊
訓
練
、放

水
訓
練
な
ど
を
行
い
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の

成
果
を
来
賓
の
前
で
披
露
し
ま
し
た
。

　

次
の
皆
さ
ん
が
優
良
消
防
団
員
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

▽
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰　

功
績
賞

榊
原
和
宏
（
団
長
）
▽
半
田
警
察
署
管
内

消
防
警
察
協
議
会
長
表
彰　

永
井
宏
享

（
第
一
分
団
班
長
）
水
野
慎
一
（
同
団
員
）

関
浩
孝
（
第
二
分
団
部
長
）
皆
川
和
樹

（
第
三
分
団
団
員
）
竹
内
聡
（
第
四
分
団

分
団
長
）
樫
内
明
弘
（
第
五
分
団
班
長
）

▽
阿
久
比
町
長
表
彰　

小
野
貴
嗣
（
第
一

分
団
団
員
）
橋
村
仁
生
（
第
二
分
団
同
）

田
中
裕
史
（
第
三
分
団
同
）
竹
内
登
（
同
）

竹
内
雅
樹
（
第
五
分
団
同
）
▽
阿
久
比
町

消
防
団
長
表
彰　

佐
々
木
直
（
第
一
分
団

団
員
）
新
美
孝
太
（
同
）
青
木
良
仁
（
第

二
分
団
同
）
竹
内
幸
也
（
同
）
竹
内
太

（
第
三
分
団
同
）
佐
藤
康
之
（
同
）
新
美

文
彦
（
第
四
分
団
同
）
竹
内
竜
悟
（
第
五

分
団
同
）
山
内
健
（
同
）

消防団員を観閲する町長ら

������

��������	


�������

重点目標
【子どもや高齢者を交通事故から守ろう】
○家庭では
・　自宅付近の危険個所を子どもや高齢者に具体的に示し、交通安全につ
いて話し合いの機会をもつ。

○運転者は
・　道路横断中や自転車利用中の子どもや高齢者を見掛けたら、スピード
を落とし、十分に注意する。

【飲酒運転を根絶しよう】
○家庭では
・　飲酒運転による事故の悲惨さと責任の重大さについて、家族で話し合
う機会をもつ。

・　飲酒の予定がある日の帰宅の方法について話し合っておく。
・　行楽の行き帰りには、運転手には絶対に飲酒をさせない。
○運転者は
・　飲酒を伴う会合などへの出席は、公共の交通機関を利用し、代行運転
や家族の送迎を依頼する。

・　飲酒運転は、被害者、加害者のいずれの人生をも狂わせる社会的犯罪
であることを自覚する。

【自転車の安全利用を進めよう】
○家庭では
・　交通ルールを守ることの大切さについて家族で十分に話し合い、ヘル
メットの着用などを実践する。

○運転者は
・　交通ルールを守り、できるだけ車道を通行し、やむを得ず歩道を通行
するときには歩行者を優先する。

【後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートを正しく着用しよう】
○家庭では

・　「カチッと１００！」を合言葉に全ての座席のシートベルト着用を発進の
合図にするなど、家族全員で１００％着用を目指す。
・　チャイルドシートの使用と座席への正しい取り付けを徹底する。
○運転者は
・　後部座席の同乗者へもシートベルト着用を促す。
・　子どもの体格に合ったチャイルドシートを選び、正しい使用を習得す
る。

【交通事故死全国ワースト１位の返上をめざそう】
○家庭では
・　交通安全スリーＳ運動について家族で話し合う機会を多く持つ。
○運転者は
・　運転の際には、交通安全スリーＳ運動を常に念頭におき安全運転に心
掛ける。

交通安全スリーＳ運動
～自動車、自転車運転者の心得～
ストップ（Ｓｔｏｐ）…赤信号はストップ、一時停止場所でストップ、飲
酒運転をストップ！

スロー（Ｓｌｏｗ）…見通しの悪い交差点での速度をスロー、高齢者や子
どもを見たら速度をスロー！

スマート（Ｓｍａｒｔ）…運転中は携帯電話をしない、急発進・空ふかし
をしない、シートベルトは正しく着用し、思いやりにあふれたスマート
運転をしよう！

「交通事故死ゼロを目指す日」（全国運動）
４月１０日（木）は、県内一斉啓発を行います。

※　反射タスキを防災交通課で無料配布しています。

　広げよう　どうぞの気持ちと車間距離　ゆっくり走ろう知多半島　　　
　春の交通安全県民運動として、次の重点目標に沿った運動を県民総ぐるみで展開し、交通安全意識を高めるとともに、
安全行動の実践を通じて交通事故の防止を図ります。

�������	
� ４月６日（日）～４月１５日（火）
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□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

　

生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
い
き
い
き
と
過

ご
し
て
い
く
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
生

活
習
慣
に
気
を
付
け
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

長
年
培
っ
て
き
た
生
活
習
慣
を
途
中
で

変
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

若
い
う
ち
か
ら
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に

付
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

町
で
は
「
健
康
日
本　

あ
ぐ
い
計
画
」

２１

と
同
時
に
「
す
こ
や
か
親
子
阿
久
比
」
計

画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
す
こ
や
か
親
子
阿
久
比
」
は
、
乳
幼
児

期
か
ら
二
十
歳
未
満
の
方
の
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
た
計
画
で
す
。「
健
康
日
本

　

あ
ぐ
い
計
画
」
と
「
す
こ
や
か
親
子
阿

２１

久
比
」
の
二
つ
の
計
画
で
、
皆
さ
ん
が
生

涯
を
通
じ
て
安
心
し
て
い
き
い
き
と
生
活

し
て
い
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
春
、
阿
久
比
町
の
思
春
期
の
実
態

を
把
握
す
る
た
め
に
、
阿
久
比
中
学
校
の

全
校
生
徒
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

内
容
は
飲
酒
と
喫
煙
に
関
す
る
意
識
調

査
、
薬
物
、
性
に
関
し
て
ど
の
程
度
正
し

い
知
識
が
浸
透
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
の

調
査
で
す
。

　

今
回
は
、
飲
酒
に
関
す
る
意
識
調
査
の

結
果
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
「
今
ま
で
に
飲
酒
し
た
こ
と
が
あ
る
か
」

と
い
う
問
い
に
つ
い
て
は
、
七
百
十
人
中

百
八
十
七
人
（　

・
３
％
）
が
「
は
い
」

２６

と
答
え
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
平
成
十

三
年
度
、
各
学
年
の
二
ク
ラ
ス
に
同
様
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
き
は
、「
は

い
」
と
答
え
た
生
徒
の
割
合
は　

・
０
％

４２

で
し
た
の
で
、
今
回
減
少
し
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

飲
酒
し
た
こ
と
が
な
い
生
徒
の
う
ち

　

・
３
％
が
「
飲
酒
し
て
み
た
い
と
思
っ

２１て
い
る
」
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

　

多
く
の
生
徒
が
飲
酒
に
対
す
る
興
味
が

あ
り
、
飲
酒
が
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
飲
酒
を
し
た
、
ま
た
は
し
た
い
理
由
」

は
左
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。
そ
の
中
で
、

大
人
か
ら
飲
ま
さ
れ
た
と
い
う
生
徒
が
十

四
人
（
飲
酒
し
た
こ
と
が
あ
る
生
徒
の
う

ち
７
・
５
％
）
い
ま
し
た
。

　

成
長
期
は
、
心
身
共
に
発
達
途
中
で
あ

る
た
め
、
ア
ル
コ
ー
ル
分
解
能
力
も
大
人

に
比
べ
未
熟
で
す
。
成
長
期
で
の
飲
酒
は
、

脳
細
胞
へ
悪
影
響
を
与
え
た
り
、
性
ホ
ル

モ
ン
を
作
り
出
す
臓
器
の
機
能
が
抑
制
さ

れ
た
り
す
る
な
ど
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

周
囲
の
大
人
は
「
少
し
く
ら
い
、
今
日

く
ら
い
ど
う
だ
」
と
い
う
軽
い
気
持
ち
で

飲
酒
を
勧
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
き
っ

か
け
で
習
慣
的
な
飲
酒
に
進
む
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
や
若
い
人
に
安
易
な

気
持
ち
で
飲
酒
を
勧
め
る
こ
と
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

計

そ
の
他

大
人
の
気
分
を
味

わ
い
た
い

ひ
と
の
ま
ね

悪
い
こ
と
で
は
な

い
か
ら

な
ん
と
な
く

身
近
な
人
が
飲
酒

し
て
い
る

か
っ
こ
い
い
か
ら

３０３１０６２８１０１８９６３８７人数

１００.０３５.０９.２３.３５.９３１.７１２.６２.３比率
（％）

将
来
、
社
会
生
活

上
必
要

味
な
ど
を
知
り
た

い
（
興
味
）

行
事
（
正
月
・
祭

り
な
ど
）

飲
ま
さ
れ
た

お
い
し
そ
う
（
お

い
し
い
）

他
の
飲
み
物
と
間

違
え
た

４６１９１４３０２５人数

１.３２.０６.３７.５９.９８.３比率
（％）

飲酒したことがある、または飲酒したい理由（複数回答）

上記「その他」の主な理由

（阿久比中学校生徒へのアンケートから）
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大
古
根
地
区
の
祭
礼
は
四
月
の
第
三
土
曜
日
と
日
曜
日
に
行
わ
れ
、
八
幡
社
周
辺
で
山

車
を
曳
き
廻
し
、 
三  
番  
叟 
の
奉
納
も
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
間
も
な
く
本
番
を
迎
え
る 
大 

さ
ん 
ば 
そ
う 

だ
い

 
古  
根  
八  
幡  
社  
山  
車 
を
紹
介
し
ま
す
。

ご 

ね 
は
ち 
ま
ん 
し
ゃ 
だ 

し

　
「
平
成
元
年
の
オ
ア
シ
ス
大
橋
開
通
式

渡
り
初
め
で
、
隣
に
並
ぶ
山
車
の 
高  
欄 
周

こ
う 
ら
ん

り
の
彫
刻
が
立
派
で
う
ら
や
ま
し
か
っ

た
」
と
話
す
の
は
、
大
古
根
八
幡
社
山
車

修
復
委
員
長
を
務
め
た
新
美
昭
弌
さ
ん
。

　

山
車
の
二
階
部
分
に
は
「
高
欄
」
と
呼

ぶ
四
隅
や
正
面
に
人
が
座
れ
る
場
所
が
設

け
て
あ
る
。
現
在
の
祭
り
で
は
曳
き
廻
し

の
際
に
上
山
を
電
線
な
ど
の
障
害
物
か
ら

守
る
「 
山  
上 
係
」
が
座
る
。
そ
の
高
欄
は

や
ま 
う
え

四
方
を
欄
干
が
囲
む
。

　

主
要
部
分
の
彫
刻
は
横
松
大
工 
岸  
幕 
一

が
ん 
ま
く

族
の 
岸  
幕  
角  
三  
郎 
が
江
戸
末
期
か
ら
明
治

が
ん 
ま
く 
か
く 
さ
ぶ 
ろ
う

初
め
に
彫
っ
た
作
品
が
大
部
分
を
占
め
て

い
る
。
檀
箱
の
「
力
神
」
の
力
強
さ
は
、

ほ
か
の
山
車
に
比
べ
て
も
見
劣
り
す
る
も

の
で
は
な
い
。

　

大
古
根
八
幡
社
山
車
保
存
会
を
中
心
に

「
高
欄
周
り
に
彫
刻
群
を
施
し
、
よ
り
立

派
な
�
お
く
る
ま
�
に
」
と
い
う
考
え
は

長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
。
平
成
二
年

十
月
に
八
幡
社
山
車
が
町
指
定
文
化
財
に

な
っ
た
の
を
機
に
「
山
車
修
復
委
員
会
」

が
立
ち
上
が
る
。
百
四
十
年
ぶ
り
と
な
る

大
掛
か
り
な
山
車
の
修
復
作
業
は
、
平
成

二
年
か
ら
六
年
ま
で
の
五
年
間
続
い
た
。

　

山
口
県
の
彫
師
有
馬
白
匠
氏
に
高
欄
周

り
の
彫
刻
を
依
頼
。
正
面
に
「
龍
」、
右

側
に
「
松
と
鶴
」、
左
側
に
「
竹
と
虎
」、

背
面
に
「
梅
と 
鶯 
」
の
作
品
が
平
成
四
年

う
ぐ
い
す

二
月
に
完
成
。

　
「
山
口
県
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
電
話
が

掛
か
っ
て
き
た
な
あ
。
朝
昼
晩
、
時
な
し

に
掛
か
っ
て
く
る
ん
だ
よ
。
電
話
の
前
か

ら
離
れ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
（
笑
）。
そ
の

か
い
が
あ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
納
得
で
き

る
作
品
を
造
っ
て
も
ら
え
た
よ
」
と
新
美

昭
弌
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
る
。

　

山
車
の
装
飾
に
力
を
入
れ
て
き
た
一
方

で
、
三
番
叟
人
形
の
踊
り
の
伝
承
に
も
力

が
入
る
。

　

人
形
は
か
ら
く
り
人
形
師
八
代
目
玉
   

屋
た
ま   
や

庄
   
し
ょ
う 

兵 べ 
衛 
が
制
作
。
小
学
五
年
生
と
六
年
生

い

が
三
番
叟
人
形
を
山
車
の
前
壇
で
操
る
。

五
人
で
チ
ー
ム
を
組
み
「
か
く
れ
遣
い
の

三
番
叟
」
を
演
じ
る
。
大
人
で
な
く
子
ど

も
が
、
か
ら
く
り
人
形
を
操
る
の
は
珍
し

い
と
の
こ
と
。

　

自
ら
も
子
ど
も
の
こ
ろ
三
番
叟
を
操
り
、

現
在
指
導
に
当
た
る
八
幡
社
山
車
保
存
会

長
新
美
庄
司
さ
ん
は
「
老
若
男
女
、
誰
で

も
参
加
で
き
る
の
が
う
ち
の
祭
り
で
す
。

教
科
書
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
教
え

ら
れ
て
き
た
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
て
い
く
こ
と
が
祭
り
に
携
わ
る
も
の
の

使
命
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
え
」
と
笑
顔
で

話
す
。

　

山
車
は
前
祭
に
百
八
個
の 
提  
灯 
が
飾
ら

ち
ょ
う 
ち
ん

れ
る
。
提
灯
に
火
の
入
っ
た
山
車
が
曳
き

廻
さ
れ
る
姿
は
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
醸

し
出
す
。
盛
り
上
げ
る
の
は
優
雅
な 
囃  
子 

は
や 
し

の
音
。
夕
暮
れ
に
は
「
見
せ
る
祭
り
」
を

演
出
す
る
。

　

祭
り
本
番
を
前
に
し
て
大
古
根
公
民
館

か
ら
笛
や
太
鼓
の
音
が
響
く
。
年
間
を
通

し
て
練
習
を
続
け
る
若
手
の
囃
子
方
も
こ

の
時
期
は
特
に
力
が
入
る
。「
先
輩
た
ち
が

作
り
上
げ
て
き
た
山
車
。
私
た
ち
が
よ
り

立
派
な
も
の
に
し
ま
す
」。力
強
い
言
葉
が

返
っ
て
き
た
。

前壇で演じられるかくれ遣いの三番叟

祭り本番を控え、囃子の練習に力が入る若手囃子方のメンバー

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
����� �����	
�����

���������������������������������
�
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今
回
か
ら
阿
久
比
町
の
境
界
線
に
ぶ
ら

り
旅
に
出
掛
け
る
こ
と
に
し
た
。

役
場
か
ら
常
滑
市
と
の
境
を
目
指
し
て
、

友
人
と
二
人
で
西
へ
向
か
っ
て
歩
く
。
地

図
を
片
手
に
進
む
が
、
目
印
に
な
る
も
の

が
な
く
境
界
を
探
す
の
は
な
か
な
か
難
し

い
。
看
板
に
目
を
や
る
と
「
常
滑
市
」
の

表
示
が
あ
っ
た
の
で
歩
く
方
角
を
左
手
に

折
れ
、
南
に
向
か
う
。

天
候
は
晴
れ
。
真
っ
青
な
空
に
は
飛
行

機
が
通
っ
た
跡
が
白
く
十
文
字
に
残
る
。

田
ん
ぼ
の
土
手
に
タ
ン
ポ
ポ
が
咲
き
、
ミ

ツ
バ
チ
が
花
の
周
り
を
飛
ぶ
。「
ピ
チ
、
ピ

チ
ピ
チ
、
ピ
チ
」
鳥
が
さ
え
ず
る
。

「
春
で
す
よ
ね
」。「
ち
ょ
っ
と
聞
い
て

く
れ
る
か
。
き
の
う
車
に
乗
っ
て
信
号
待

ち
し
て
い
た
ら
、フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に『
ボ

タ
ッ
』
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
み
た
い
な
も
の
が

落
ち
て
き
て
、
び
っ
く
り
し
た
ん
だ
よ
。

カ
ラ
ス
の
仕
業
で
、
そ
の
量
が
半
端
じ
ゃ

な
い
ん
だ
。
く
そ
ー
・
・
・
・
」。「
春
本

番
を
迎
え
、 
運 
が
付
い
た
じ
ゃ
な
い
で
す

う
ん

か
」。「
・
・
・
・
」

舗
装
さ
れ
た
道
、
砂
利
道
、
常
滑
市
と

の
境
界
だ
と
思
う
道
を
進
む
。
無
心
で
歩

く
。
人
気
は
ま
っ
た
く
な
い
。
途
中
坂
道

に
な
り
前
方
の
景
色
が
見
え
な
い
。
ど
こ

を
歩
い
て
い
る
か
不
安
に
な
る
。
頂
上
が

近
づ
く
に
つ
れ
て
先
が
開
け
て
く
る
。
よ

う
や
く
目
の
前
に
阿
久
比
町
、
常
滑
市
、

半
田
市
が
入
り
組
む
「
半
田
池
」
が
見
え

て
き
た
。
一
つ
峠
を
越
え
る
。

常
滑
市
と
の
境
界
に
別
れ
を
告
げ
、
半

田
市
と
の
境
界
に
な
る
矢
勝
川
沿
い
を
歩

く
。
川
を
隔
て
た
雑
木
林
で
ウ
グ
イ
ス
が

鳴
く
。「
ホ
ー
、・
・
・
ケ
キ
ョ
」
鳴
き
方

は
ぎ
こ
ち
な
い
が
確
か
に
ウ
グ
イ
ス
だ
。

し
ば
ら
く
耳
を
澄
ま
す
。
ウ
グ
イ
ス
は
鳴

き
声
の
練
習
を
繰
り
返
す
。
三
回
目
の
鳴

き
声
が「
ホ
ー
、ホ
ケ
キ
ョ
」に
変
わ
る
。思

わ
ず
拍
手
を
し
た
。「
と
っ
て
も
ウ
グ
ッ
ー

�

�

�

イ
ス
な
気
分
だ
よ
ね
」。「
そ
う
で
す
ね

グ
ッ
、
グ
ッ
、
グ
ッ
、
グ
ッ
、
グ
ッ
ー
で

す
よ
」。春
ら
し
い
絶
好
調
な
会
話
が
続
く
。

知
多
半
島
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
合

流
す
る
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
人
た

ち
と
す
れ
違
う
。
自
転
車
に
乗
る
人
た
ち

は
、
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
風
を
感
じ
な
が

ら
、
私
た
ち
の
横
を
通
り
過
ぎ
て
い
く
。

二
人
と
も
疲
れ
の
ピ
ー
ク
を
感
じ
て
会

話
が
な
く
な
る
。
高
田
橋
ま
で
き
た
。
目

が
会
っ
た
の
で
、
軽
く
う
な
ず
き
今
日
の

ぶ
ら
り
旅
を
終
え
る
こ
と
に
す
る
。
近
く

の
植
大
駅
か
ら
電
車
に
乗
り
出
発
地
点
に

戻
っ
た
。

次
回
に
つ
づ
く
。

知多市 

阿久比町 

半田市 

東浦町 

常滑市 

半田池 

役場 

阿久比町と常滑市との境界

知多半島サイクリングロード合流点
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２市２町（阿久比町、大府市、豊明市、東浦町）で構成している東部知多衛生組合の平成２０年度
一般会計予算は、次のとおりです。
なお、阿久比町の平成２０年度負担金は、２億９７万２,０００円です。

□問い合わせ先　東部知多衛生組合　�０５６２（４６）８８５５

（一般会計）

歳　出

金　　額科　　目

６６万９,０００円議 会 費

６,１３３万９,０００円総 務 費

１３億７,７００万６,０００円衛 生 費

５億７,３２６万９,０００円公 債 費

１，０００万円予 備 費

２０億２,２２８万３,０００円歳 出 合 計

歳　入

金　　額科　　目

１７億３,２３３万９,０００円分担金及び負担金

２億５,１９３万８,０００円使用料及び手数料

２,６４１万円財 産 収 入

１,０００万円繰 越 金

１５９万６,０００円諸 収 入

２０億２,２２８万３,０００円歳 入 合 計

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算
平成２０年度

　

町
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環

と
し
て
、
町
民
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
を
積
極
的
に
支
援
し
、
環
境
へ
の
負

荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
形
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
者
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

�
　

町
内
の
住
宅
に
新
た
に
対
象
シ
ス
テ
ム

を
設
置
す
る
方
で
、
町
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
方
。

対
象

�
　

低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流
有
り
で
連
係
し
、

太
陽
電
池
の
最
大
出
力
が
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト

未
満
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
。（
未
使
用

品
に
限
り
ま
す
。）

�
　

一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
二
万
円
に
対
象

シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
太
陽
電
池
の
最
大

出
力
値
（
単
位
は
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
し
、
小

数
第
二
位
を
四
捨
五
入
）
を
乗
じ
て
得
た

額
で
す
。

　

補
助
金
の
上
限
額
は
、
八
万
円
で
す
。

�
　

四
月
一
日（
火
）か
ら
環
境
衛
生
課
窓
口

（
保
健
セ
ン
タ
ー
一
階
）
で
先
着
順
に
受

け
付
け
し
ま
す
。

　

申
請
書
類
は
、
環
境
衛
生
課
窓
口
で
配

布
し
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

tow
n.agui.lg.jp/ka/kankyo/taiyoukou.

htm
l

）か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

�

　

　

環
境
衛
生
課　

�（
４
８
）１
１
１
１　

（
内
３
１
７
）

対
象
シ
ス
テ
ム

補
助
金
の
額

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
先

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム 

設
置
費
を
補
助 

屋根の部分に取り付けられているのが太陽光発電システム
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実施会場受付時間 期    日実施会場受付時間期    日

萩老人憩の家 ９：３０～ ９：５０

５月２２日（木）

高根台集会所 ９：３０～１０：１０

４月２４日（木）

宮津山田集会所１０：００～１０：４０日生コーポ原前１０：２０～１０：５０

福住園高台東公園１１：００～１１：３０白沢台中央公園１１：００～１１：３０

高根台集会所１３：００～１３：３０白沢公会堂１３：００～１３：３０実施会場受付時間期    日

白沢区民館１３：４０～１４：１０草木公民館１４：００～１５：１０横松公民館 ９：３０～ ９：５０

４月２３日（水）

草木公民館１４：３０～１５：１０図書館駐車場１０：００～１０：４０

４月２５日（金）

宮津公民館１０：００～１０：４０

図書館駐車場 ９：５０～１０：２０

５月２３日（金）

矢口公民館１１：００～１１：３０宮津山田集会所１０：５０～１１：３０

丸山公園武道場１０：３０～１１：００植公民館１３：００～１３：５０阿久比団地内公園１３：００～１３：３０

高岡老人憩の家１１：１０～１１：３０大古根公民館１４：００～１４：３０福住老人憩の家１３：４０～１４：１０

植公民館１３：００～１３：４０保健センター１４：４０～１５：１０板山公民館１４：２０～１５：００

保健センター１３：５０～１４：２０

　

飼
い
犬
は
必
ず
登
録
（
一
生
涯
一
回
）

し
、
年
に
一
回
の
予
防
注
射
を
受
け
る
こ

と
が
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

登
録
済
み
の
飼
い
犬
は
、
予
防
注
射
の

み
受
け
て
く
だ
さ
い
。
未
登
録
の
犬
や
、

新
た
に
犬
（
生
後
九
十
一
日
以
上
）
を
飼

い
始
め
た
方
は
、
登
録
と
予
防
注
射
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

□
料　

金

・　

登
録
料
金
一
頭
に
つ
き
三
千
円
で
す
。

・　

予
防
注
射
料
金
一
頭
に
つ
き
三
千
三

百
円
で
す
。

　

登
録
・
注
射
会
場
に
出
か
け
ら
れ
な
い

場
合
は
、
必
ず
獣
医
院
で
予
防
注
射
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
が
必
要
で
す

・　

飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き
。

・　

飼
い
犬
、
飼
い
主
の
住
所
地
が
変

わ
っ
た
と
き
。

・　

飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き
。

登
録
・
注
射
会
場
に
出
か
け
る
と
き
は

・　

首
輪
が
抜
け
な
い
よ
う
に
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

・　

犬
の
鑑
札
、
予
防
注
射
証
は
必
ず
首

輪
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・　

予
防
注
射
通
知
書
が
届
い
て
い
る
場

合
は
、
必
ず
会
場
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

・　

獣
医
院
で
受
け
る
場
合
も
、
予
防
注

射
通
知
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
衛
生
課　

�
（
４
８
）
１
１
１
１
（
内
３
１
７
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　
　

犬
の
散
歩
に
は
必
ず
フ
ン
の
後
始

末
が
で
き
る
用
意
を
し
て
出
掛
け
、

飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て
持
ち
帰
り
、

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
の
台
所
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
生

ご
み
の
減
量
化
と
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、

生
ご
み
の
堆
肥
化
装
置
の
購
入
費
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

□
対　

象

　

生
ご
み
堆
肥
化
装
置
（
容
器
・
処
理
機
）

□
補
助
対
象
者
な
ど

　

阿
久
比
町
在
住
の
方
で
、
一
世
帯
に
つ

き
処
理
機
と
容
器
そ
れ
ぞ
れ
一
回
限
り
で

す
。
容
器
に
つ
い
て
は
、
一
回
に
二
基
ま

で
対
象
と
な
り
ま
す
。

□
補
助
金
の
額

　

処
理
機
・
容
器
と
も
購
入
金
額
の
二
分

の
一
。
た
だ
し
、
処
理
機
に
つ
い
て
は
二

万
円
、
容
器
に
つ
い
て
は
千
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

□
申
請
方
法

　

購
入
予
定
の
方
に
は
、
環
境
衛
生
課
窓

口
（
保
健
セ
ン
タ
ー
一
階
）
で
申
請
書
を

配
布
し
ま
す
。
申
請
書
の
裏
面
に
販
売
店

で
販
売
証
明
を
し
て
も
ら
い
、
領
収
書
を

添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

補
助
金
の
交
付
は
、
口
座
振
替
と
な
り

ま
す
の
で
、
請
求
書
に
所
定
の
事
項
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
の
際
に
は
、
印

鑑
と
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。）

□
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
衛
生
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
７
）
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家庭からの働きかけ

　生活習慣・学習習慣・食育研究部会では、６歳から１５歳までのそれぞれの年齢の目指す
姿の設定とその姿を実現するための家庭、園・学校からの働きかけを「家庭、園・学校がと
もに育ち合うための手引き」としてまとめました。今回はその中から、小学校６年生（１２
歳）を紹介します。 
　小学校新１年生の保護者には入学後小学校から配付します。家庭教育の参考にしてください。 

目指す子どもの姿と働きかけ 小学校 ６ 年生（１２ 歳）

学校からの働きかけ
□　あいさつ運動などの工夫を通して、誰にでも進んであ
　いさつができるようにさせる。
□　時と場所に応じた礼儀、態度、言葉づかいをその都度
　指導する。
□　道徳の授業・学級活動を充実させ、社会見学や校外学
　習などの実践の場で経験を積み重ねさせる。

□　偏食の害を知り、バランスの取れた食生活が健康増進
　の源であることを理解させる。
□　ご飯とみそ汁を調理できる
　よう指導する。

□　一人ひとりを大切にした話し合い活動の充実を図る。
□　個々のよさを認め、大切にする雰囲気をつくる。
□　「総合的な学習の時間」などを振り返り、自分の将来
　を考えさせる。

□　進んであいさつや返事、ありがとう、
　ごめんなさいなどを適宜使う。
□　目上の人に対して敬語を使うなど
　正しい言葉づかいをする。
□　公共のマナーを守る。

生活習慣 社会の常識に合わせて行動する児童

□　自分の考えと友達の意見とを
　比べながら聞き、意見を述べる。
□　友達の意見を尊重する。
□　将来の目標を見つける。

学習習慣 学習習慣が身に付き、集中して学習する児童

□　健康を考えた栄養バランスのよい食べ方が
　分かり、自分の食事に応用できる。
□　ごはんとみそ汁を作る。

食　育 自分の健康を考えて、食事ができる児童

□　家族がお互いにあいさつする習慣をつくり、子ども
　と家庭のきまりについて話し合
　う時間をもつ。
□　相手に合わせた言葉づかいを
　教える。
□　公共の場で適切な行動を示す。

□　子どもとの対話のなかで、子どもの考えを認めながら
　もいろいろな考え方があることを教える。
□　学校で友達とどのようにかか
　わっているか話題にする。
□　将来の夢について話題にする。

□　栄養が偏らないように配慮する。
□　ご飯とみそ汁を自分で作ること
　ができるようにする。

□問い合わせ先　学校教育課�（４８）１１１１（内２０２）
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日　時　４月２６日（土）午前９時～午後５時

　　　　４月２７日（日）午前９時～午後４時

場　所　中央公民館本館３０１号室

　愛好家が丹精込めて栽培した珍しいエビネと山野草

を展示します。

　山野草は自然の花の持つ雰囲気、色彩、可憐さ、優

雅さを楽しむことができます。ぜひこの機会にご覧く

ださい。入場無料です。

活動日時　第２土曜日・第４土曜日
　　　　　午後１時３０分～午後４時
場　所　阿久比町立阿久比中学校
対　象　小学３年生から中学生まで
　阿久比町少年少女発明クラブはものづくりや科学的
な発想に関心をもってもらえるよう、道具の使い方、
基礎工作、構造の学習、アイデア工作などを行ってい
るクラブです。
　全国ものづくり体験教室へ参加したり、発明した作
品を「発明と工夫展」などへ出展したりします。募集の
締め切りは４月２５日（金）です。ぜひ参加してください。
申し込み・問い合わせ先　社会教育課公民館係�（４８）１１１１（内２６０）

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネととととととととととととととととととととと山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明クククククククククククククククククククククラララララララララララララララララララララブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員ををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　

江
戸
時
代
の
書
物「
尾
張
徇
行
記
」に
は
、

今
か
ら
約
百
八
十
年
前
、阿
久
比
に
は
大

工
が
二
十
六
人
ほ
ど
い
た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
の
内
訳
は
横
松
村
が
二
十
人
、卯

之
山
村
に
六
人
ほ
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
横
松
村
は
当
時
の
世
帯
数

が
三
十
五
戸
（
百
七
十
七
人
）
か
ら
す
る

と
、
い
か
に
大
工
の
割
合
（
約
七
人
に
一

人
が
大
工
）が
多
い
か
理
解
で
き
ま
す
。　

　

半
田
・
乙
川
・
亀
崎
を
は
じ
め
三
河
方

面
に
も
出
掛
け
「
横
松
大
工
」
と
呼
ば
れ
、

技
術
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
宮
大
工
に
は
岸
幕
家
と
江
原
家
の

二
つ
の
家
系
が
あ
り
、
社
寺
や
山
車
を
多

く
造
り
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
横
松
に
は
、

山
本
家
と
伊
串
家
な
ど
の
大
工
の
家
系
が

あ
り
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
仕
事
が
少
な
か
っ
た
た
め
に
、

横
松
大
工
の
多
く
が
主
に
外
に
出
て
活
躍

し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
山
車
で
は
武
豊
の

大
足
組
蛇
車
が
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年

に
岸
幕
善
兵
衛
に
よ
っ
て
造
ら
れ
ま
し
た
。

文
政
九
（
一
八
二
六
）
年
に
は
半
田
の
亀

崎
中
切
組
山
車
が
、
岸
幕
善
次
郎
と
江
原

横
松
大
工
に
萩
左
官
、宮
津
さ
か
ろ
く
」

〜
そ
の
一「
横
松
大
工
」の
話
〜

庄
蔵
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

山
車
以
外
で
は
こ
の
地
方
の
神
社
建
築

に
も
多
く
か
か
わ
り
、
乙
川
八
幡
社
は
岸

幕
善
兵
衛
、
乙
川
八
幡
社
拝
殿
は
明
治
十

三（
一
八
八
〇
）年
に
岸
幕
善
之
助
に
よ
っ

て
造
ら
れ
ま
し
た
。
角
岡
（
現
阿
久
比
町

椋
岡
）
八
幡
宮
は
江
原
庄
蔵
、
武
豊
の
堀

田
稲
荷
拝
殿
は
江
原
新
助
に
よ
っ
て
造
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
横
松
神
明
社
の
棟
札
に
は
山
本

八
兵
衛
・
江
原
新
助
・
杉
浦
傳
吉
・
岸
幕

善
兵
衛
の
銘
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
横
松
大
工
」は
山
車
や
神
社
を
は
じ
め

た
く
さ
ん
の
仕
事
を
現
在
に
残
し
て
い
ま

す
。

　

次
回
は「
萩
左
官
」の
話
を
紹
介
し
ま
す
。

（
参
考　

阿
久
比
町
誌
資
料
編
八
） 大工道具



16

広報あぐい　２００８年４月１日号

�������	
�����
　工作や季節行事を通じて親子の触れ合いを深

めませんか。子育てネットワーカーや保育師がお

手伝いします。

対象　平成 １７ 年４月２日以降に生まれた未就園

　　　の子どもとその親

日時　５月８日～１１ 月６日（２０ 回）

　　　毎週木曜日　午前 １０ 時～

　　　（夏休み期間中は休み）

場所　中央公民館本館ほか

講師　子育てネットワーカーほか

参加費　４,０００ 円（２０ 回１講座）

定員　　１５ 組

�������	
�����
　専門の先生の指導で楽しい親子体操に挑戦し

てみませんか。

対象　就学前の乳幼児とその保護者

日時　５月２３日～６月２０日（５回）

　　　毎週金曜日　午後３時～

場所　ふれあいの森体育室

講師　サンフェローズ

参加費　１,０００ 円（５回１講座）

定員　　２０ 組

�������	�����
　専門の先生と一緒に、家庭で簡単にできる親子

遊びを学びます。

対象　未就園児とその保護者

日時　①７月１５日（火）

　　　②９月１６日（火）

　　　③１１月１１日（火）

　いずれの日も午前１０時～

場所　保健センター集団指導室ほか

講師　中日子ども会　山崎治美さん

参加費　２００ 円（１回につき）

定員　　２０ 組
■申し込み・問い合わせ先
社会教育課　�（４８）１１１１（内２６２）
４月 ２１ 日（月）から ２５ 日（金）まで電話で
申し込みを受け付けます。申込者多数の
場合は抽選を行います。（初めて参加さ
れる方を優先します。）

■申し込み・問い合わせ先
社会教育課　�（４８）１１１１（内２６２）
４月 ２１ 日（月）から 随時電話で申し込み
を受け付けます。

親子ふれあいひろば

親子 参加親子 参加親子 参加
乳幼児期家庭教育講座 
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土
地
・
家
屋
の
課
税
で
よ
く
あ
る
質
問

を
紹
介
し
ま
す
。

問　

地
価
が
下
が
っ
て
い
る
の
に
、
土
地

の
税
額
が
上
が
る
の
は
。

答　

宅
地
な
ど
に
つ
い
て
は
、
評
価
の
均

衡
を
図
る
た
め
、
全
国
一
律
に
地
価
公
示

価
格
や
鑑
定
評
価
価
格
な
ど
の
七
割
を
目

途
と
し
て
評
価
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。（「
七
割
評
価
」
と
い
い
ま
す
。）
本

来
、
土
地
の
固
定
資
産
税
は
、
評
価
額
を

課
税
標
準
額
と
し
て
課
税
す
る
も
の
で
す

が
、
七
割
評
価
に
よ
り
評
価
額
と
課
税
標

準
額
に
大
き
な
開
き
が
生
じ
た
た
め
、
評

価
額
に
対
し
て
前
年
度
の
課
税
標
準
額
が

ど
の
程
度
の
水
準
に
あ
る
の
か
と
い
う

「
負
担
水
準
」
を
求
め
、
こ
れ
に
よ
り
税

額
を
決
定
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
負
担
水
準
の
低
い
土
地

は
、
前
年
度
課
税
標
準
額
に
そ
の
年
度
の

百
分
の
五
を
加
え
る
こ
と
で
、
毎
年
税
額

を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

負
担
水
準
の
高
い
土
地
は
、
税
額
を
据

え
置
く
か
、
引
き
下
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
地
価
が
下
が
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
土
地
の
税
額
が
上
が
る
の
は
、
こ

の
負
担
水
準
が
低
い
た
め
で
す
。

問　

昨
年
度
よ
り
税
額
が
急
に
高
く
な
っ

た
の
で
す
が
。

答　

次
の
よ
う
な
場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

①
住
宅
の
敷
地
と
し
て
使
用
し
て
い
た

が
、
住
宅
を
取
り
壊
し
た
た
め
、
住
宅

用
地
の
特
例
措
置
が
な
く
な
り
、
本
来

の
税
額
に
戻
っ
た
場
合
。

　

②
新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額
措
置
の
適

用
期
間
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本

来
の
税
額
に
戻
っ
た
場
合
。

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
第
一
期

分
の
納
期
限
四
月
三
十
日
ま
で
に
全
期
分

ま
と
め
て
納
付
す
る
と
、
報
奨
金
が
年
間

の
税
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　

四
月
三
十
日
の
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、

報
奨
金
制
度
の
適
用
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

納
付
書
は
、
前
納
制
度
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
全
期
分
と
各
納
期
（
第
一
期
〜

第
四
期
）
分
を
ま
と
め
た
冊
子
を
送
付
し

ま
す
。

　

口
座
振
替
利
用
の
方
は
、
四
月
三
十
日

に
登
録
の
口
座
か
ら
振
り
替
え
ま
す
の
で
、

預
貯
金
残
高
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
１
８
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

��

��

��

�

税
金
の
話 

　児童扶養手当は、父母の離婚・父の死亡などによって、父
と生計を一緒にしていない児童を監護している母などに手当
を支給する制度です。
　法律の改正で手当の支給開始月の初日から（※１）起算し
て５年を経過した受給者は、手当の２分の１が支給停止にな
ります。ただし、下記の①または②に該当する受給者は必要
な書類を提出していただければ、減額されることなく引き続
き手当が受けられます。（所得の状況や家族の状況などに変化
があった場合は、この限りではありません。）

①　受給を受けている母などが次のア～オのいずれかに該当
する場合

　ア　就業している。
　イ　求職活動などの自立を図るための活動をしている。
　ウ　身体上または精神上の障害がある。
　エ　負傷または疾病などにより就業することが困難である。
　オ　受給を受けている母などが監護する児童または親族が
障害、負傷、疾病、要介護状態などにあり、介護する必
要があるため就業することが困難である。

②　①のア～オまでに該当しないが、担当窓口で相談してか
ら求職活動などを行った場合。

※１　平成１５年４月１日以前からの受給者は平成１５年４月１
日からとみなします。

　書類が提出されない場合、該当月から手当の２分の１が支
給停止となります。
　平成２０年４月１日で該当する方（手当が全部支給停止に
なっている方は除く）にはすでに関係書類を送付しました。
早急に提出してください。
□提出先・問い合わせ先
　住民福祉課社会福祉係　�（４８）１１１１（内２２６）

　愛知県遺児手当の支給期間は５年間です。（平成１７年度
制度改正）

　児童一人につき
　　１年目～３年目（３年間）は月額４，５００円
　　４年目～５年目（２年間）は月額２，２５０円
　　６年目以降は支給がなくなります。
　平成１５年４月分以前からの受給者（平成１５年４月を
支給開始月とみなします）は、平成２０年４月以降の手当
が支給されません。
　資格喪失届などの手続きは必要ありません。
□問い合わせ先　住民福祉課社会福祉係
　�（４８）１１１１（内２２６）

愛知県遺児手当受給者の方へ

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																	
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広報あぐい　２００８年４月１日号

Information

お知らせ  
InformationInformation

�
　

四
月
一
日
か
ら
役
場
の
宿
日
直
従
事
者

が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

□
宿
直
（
午
後
五
時
か
ら
翌
日
午
前
八
時

半
ま
で
）
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会

員
□
日
直
（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
の
午

前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）
役
場

職
員

　

戸
籍
の
届
出
（
婚
姻
届
・
出
生
届
な
ど
）

は
、
二
十
四
時
間
受
け
付
け
ま
す
。
火
葬

の
予
約
申
し
込
み
は
随
時
電
話
で
も
受
け

付
け
ま
す
が
、
火
葬
許
可
証
は
、
午
後
五

時
か
ら
翌
日
午
前
八
時
半
ま
で
発
行
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課　

�（
４
８
）

１
１
１
１
（
内
２
３
７
）

�□
勤
務
場
所　

町
立
図
書
館

□
勤
務
内
容　

図
書
館
事
務
の
補
助

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

五
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

・
火
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
九
時
半
〜
午

後
三
時

・
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日　

午
前
九
時

十
五
分
〜
午
後
五
時
十
五
分

・
館
内
整
理
日　

午
前
九
時
〜
午
後
三
時

※　

い
ず
れ
も
週
四
日
程
度
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
勤
務

□
賃　
　

金　

七
百
五
十
円
（
時
間
給
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


□
応
募
資
格　

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
、

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
に
勤
務
で
き

る
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

四
月
十
五
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
図
書
館
係

　

�（
４
８
）６
２
３
１

�□
勤
務
場
所　

役
場
保
険
課

□
勤
務
内
容　

国
民
健
康
保
険
事
務
の
補

助
な
ど

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

五
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前

九
時
〜
午
後
三
時

□
賃　
　

金　

七
百
五
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き

る
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

四
月
十
五
日
（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
課
国
保
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
１
６
）

�
　

身
近
な
自
然
や
環
境
問
題
を
題
材
に
し

た
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
阿
久
比
町
や
瀬

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

��

戸
市
の
海
上
の
森
な
ど
で
開
催
し
ま
す
。

□
主
催　

�
デ
ン
ソ
ー

□
後
援　

愛
知
県
、
愛
知
県
教
育
委
員
会

　

阿
久
比
町
、
阿
久
比
町
教
育
委
員
会

□
場
所
、
内
容
、
定
員
、
参
加
料
ほ
か

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

デ
ン
ソ
ー
E
C
O
レ
ン
ジ
ャ
ー　

事
務
局

２１

　

�
０
５
６
６
（
２
５
）
５
７
４
６

　

Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.denso.co.jp/S

O
C
IA
L

/index.htm
l

　

電
子
メ
ー
ル

EC
O
_21@

denso.co.jp

�
　

自
衛
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
半
田
地
域
事
務
所　

�（
２
１
）０
０
０
４

　

H
P　

http://www.mod.go.jp/pco/aichi/

�

�

�

�

�

�

試験期日受付期間受験資格募集種目

1 次　５月１７日、１８日
２次　６月１７日～２０日の
　　　うち指定する１日
３次　７月１６日～８月２
　　　日（飛行要員のみ）

４月１日（火）　
～５月１２日（月）

平成２１年４月１日現在、２０
歳以上２６歳未満の方（２２歳
未満は大卒（見込み含む））、
大学院修士学位取得者（海
上技術幹部候補生志願者
は、理工学修士学位取得者
に限る）および自衛官は２８
歳未満の方

一般
技術

幹部候補生

１次　５月１７日
２次　６月１７日～２０日の
　　　うち指定する１日

平成２１年４月１日現在、
専門の大卒（見込み含む）
２０歳以上３０歳未満の方
（薬剤は２６歳未満の方
（薬学修士学位取得者は
２８歳未満））

歯科
薬剤

応募締切
参加費

（保険代）
定員対象者開催場所（地区）概要とねらい講座タイトル開催日時『コーステーマ』日

数

５／５
（月）

１００円４０人
小学
４年～６年生

デンソー阿久比製作所
風力発電のしくみを学び、手作り風車で実験
しながら、風の力を知る。

感じてみよう風
のちから

５／２４（土）
９：３０～１５：３０

阿久比
『自然エネルギー・風』

１
日
コ
ー
ス（
１
回
）

５／８
（木）

１００円４０人
小学
４年～６年生

デンソー幸田製作所
ソーラーカー工作を通して、太陽の光と熱の
力について考える。

ソーラーカーを
つくろう

６／８（日）
９：３０～１５：３０

幸田
『自然エネルギー・太陽』

６／１９
（木）

１００円４０人
小学
４年～６年生

デンソー豊橋製作所、汐川干
潟

干潟のしくみや役割とそこにすむ生きものの
生態を学ぶ。

いきいき干潟の
底ヂカラ

７／１９（土）
９：３０～１５：３０

豊橋
『干潟の生きもの』

７／２３
（水）

２００円４０人
小学
４年～６年生

デンソー善明製作所
ビオトープを観察して、自然の力と生きもの
のかかわりを考える。

生きものいっぱ
いビオトープ

８／２３（土）
９：３０～１５：３０善明・安城

『水辺の生きもの』

２
日
コ
ー
ス

（
２
回
） デンソー安城製作所、猿渡川

川辺の生きもの探検をして、川の自然とくら
しについて学ぶ。

川の魅力再発
見！

９／７（日）
９：３０～１５：３０

５／２２
（木）

１００円＋
５,０００円
（宿泊代）

４０人
小学
４年～６年生

高浜市高取地区、稗田川
高棚製作所横を流れる稗田川中流域の手入れ
や調査をし、川の利用と再生について考える。

川の調査隊！
〈稗田川編〉

６／２２（日）
９：３０～１５：３０高浜（高棚）・いなべ（大安）

『川の自然体験』

３
日
コ
ー
ス

（
宿
泊
あ
り
）

デンソー大安製作所、宇賀川、
デンソーリゾートみすず（泊）

宇賀川の様子を観察し、川遊びを体験しなが
ら稗田川との違いにつて考える。

川の調査隊！
〈宇賀川編〉

７／２６（土）９：３０～
７／２７（日）１５：３０

８／２１
（木）

３００円４０人
小学
４年～６年生

海上の森
湿地や川の生きものウォッチングをして、源
流の豊かな自然に触れる。

源流をのぞいて
みよう

９／２１（日）
９：３０～１５：３０

瀬戸・刈谷・西尾
『里山の自然』

３
日
コ
ー
ス（
３
回
）

刈谷市立富士松北小学校、
北っ子の森

竹林の手入れをしながら、集めた竹で基地を
つくり、里山の手入れの大切さを知る。

基地をつくろ
う！

１０／１９（日）
９：３０～１５：３０

西尾いきものふれあいの里
里山と水田の関係を学び、秋の実りを味わい
ながら自然の恵みを知る。

里山の恵み
（家族参加可）

１１／１５（土）
９：３０～１５：３０
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Information

�□
対
象　

第
二
種
電
気
工
事
士
の
資
格
取

得
を
目
指
す
方

□
日
時　

五
月
二
十
四
日（
土
）と
二
十
五

日（
日
）　

一
日
目
は
午
前
九
時
十
分
〜

午
後
四
時
半
（
二
日
目
は
午
後
三
時
四

十
分
ま
で
）

□
場
所　

県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門
校

□
定
員　

十
人

□
受
講
料　

二
千
三
百
円

□
募
集
期
間　

四
月
十
四
日
〜
五
月
七
日

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門
校

　

�
０
５
６
６（
５
３
）０
０
３
１

　

Ｈ
Ｐ

　

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/shugyo

/koukyou/takaham
a/

�
　

愛
知
県
認
定
職
業
訓
練
事
業
の
一
環
で
、

株
式
会
社
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
が
運
営
す
る
建
築
技

術
専
門
校
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
科
目　

タ
イ
ル
技
能
科

□
募
集
人
数　

十
人

□
募
集
条
件　

①
十
八
歳
〜
三
十
五
歳
の

健
康
な
男
女　

②
本
校
（
常
滑
市
）
に

通
学
が
可
能
な
方

□
訓
練
期
間　

四
カ
月
（
五
月
十
二
日
〜

九
月
十
九
日
）

□
受
講
費　

三
十
万
円
（
入
学
金
五
万
円

を
含
む
）。
補
助
制
度
あ
り
。

□
入
校
選
考　

面
接
に
よ
り
決
定

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

□
申
込
期
限　

五
月
七
日（
水
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
建
築
技
術
専
門
校
（
常
滑
市

多
屋
町
４
―　

―
２
）　

�（
３
５
）４

１８

９
０
２

�板
山
厄
歳
会　

様

　

英
保
育
園
へ
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
一
台
と
絵

本
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

福
住
厄
歳
会　

様

　

英
保
育
園
へ
オ
ー
プ
ン
棚
一
台
を
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
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□日　　時　４月２９日（祝）　午前１０時～
□場　　所　草木グランド

○　れんげソフトバレーボール大会参加チームを募集

　一面のレンゲソウの中でソフトバレーボール大
会を行います。自然の中で楽しく汗を流してみま
せんか。
□日　　時　４月２９日（祝）　午前１０時～午後１時
□場　　所　草木グランド周辺の田
□参加資格　中学生以上で１チーム４人編成（う
ち女性を２人以上含むこと）

□募集チーム数　１２チーム（先着順）

○　ステーキ券を前売り販売します

□金　　額　１枚５００円（れんげちゃんおにぎり１
個付き）

　　　　　　◇　　　　　　　　◇
申し込み・問い合わせ先　
　農業まつり実行委員会・産業課　�（４８）１１１１（内
２８３・２３５）

��������������������������������������������

������������������������������������������������������������������������������������������										
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今今月月のの納納税税ななどど
固定資産税　　　　　　全・１期分

都市計画税　　　　　　全・１期分

納期限は４月３０日（水）です。

※口座振替の方は、口座の残高確認をお願いします。
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

町指定文化財を 
ご覧ください。 

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，３１３　　（　１６）

人　口　２５，０３２人（　９）

　男　　１２，３９１人（　４）

　女　　１２，６４１人（　５）

（　　）は前月との増減数

２月中の異動

　出生　１９　転入　 ８３

　死亡　１９　転出　 ７４

平成２０年３月１日現在

人 口 と 世 帯

４月６日（日）
高岡地区の天満社で高岡獅子館（平成７
年１月４日指定）の披露が行われます。

４月 １２ 日（土）、 １３ 日（日）
萩地区で萩大山車（平成２年１０月１日指
定）の引き回しが行われます。

４月１９日（土）、２０日（日）
宮津地区で宮津北組山車と南社山車
（共に平成２年１０月１日指定）の引き回
しが行われます。

大古根地区で八幡社山車（平成２年１０
月１日指定）の引き回しが行われます。

４月２６日（土）、２７日（日）
横松地区で横社山車（平成４年２月１７日
指定）の引き回しが行われます。

問い合わせ先
社会教育課
�（４８）１１１１（内２６２）


